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十
二
月
二
十
五
日
㈭
が
納
期
限
の
市
税
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

◯
固
定
資
産
税　

第
三
期

　

◯
国
民
健
康
保
険
税　

第
六
期

※

納
期
限
ま
で
に
納
入
が
な
い
場
合
は
、
納

期
限
後
二
十
日
以
内
に
督
促
状
を
発
送
し
ま

す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家
屋
の
ほ
か
に

償
却
資
産
（
事
業
用
資
産
）
も
課
税
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

　

償
却
資
産
は
、
事
業
所
や
個
人
で
商
店
や

農
業
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
人
が
、
そ
の
事

業
の
た
め
に
用
い
る
機
械
・
器
具
・
備
品
な

ど
で
す
。

　

二
十
七
年
一
月
一
日
現
在
で
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
人
や
事
業
所
は
税
務
課
へ
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
用
紙
は
十
二
月
末
ま
で
に
郵
送
し

ま
す
が
、
新
規
の
申
告
な
ど
で
用
紙
が
必
要

な
場
合
は
、
税
務
課
や
各
総
合
支
所
に
備
え

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
家
屋
の
取
り
壊
し
を
し
た
人
で
、

ま
だ
届
け
出
て
い
な
い
人
は
、
至
急
税
務
課

固
定
資
産
税
班
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

○
償
却
資
産
申
告
期
限　

平
成
27
年
2
月
2

　

日
㈪

　

平
成
二
十
七
年
度
市
・
県
民
税
申
告
相
談

が
、
二
十
七
年
二
月
四
日
㈬
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
次
の
事
項
に
留
意
し
、
申
告
に
向
け
て

早
め
に
収
入
・
控
除
な
ど
の
資
料
の
準
備
や

「
収
支
内
訳
書
」
の
作
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
給
与
・
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
や
控
除

　

の
証
明
書
は
コ
ピ
ー
で
は
な
く
原
本
を
お

　

持
ち
く
だ
さ
い

②
医
療
費
控
除
の
適
用
を
受
け
た
い
人
は
、

　

自
分
で
金
額
を
集
計
し
て
領
収
書
と
一
緒

　

に
お
持
ち
く
だ
さ
い

③
営
業
や
農
業
、
不
動
産
の
申
告
を
す
る
人

　

は
、
必
ず
「
収
支
内
訳
書
」
を
作
成
し
て

　

経
費
な
ど
の
領
収
書
と
一
緒
に
お
持
ち
く

　

だ
さ
い
（「
収
支
内
訳
書
」を
作
成
し
て
い

　

な
い
と
相
談
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
）

　

昨
年
分
ま
で
の
申
告
内
容
や
年
齢
な
ど
か

ら
判
断
し
、
二
十
六
年
分
の
申
告
が
必
要
と

思
わ
れ
る
人
に
は
、
一
月
中
旬
に
申
告
用
紙

や
収
支
内
訳
書
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、

申
告
用
紙
が
届
か
な
く
て
も
、
今
年
一
時
的

に
収
入
が
あ
っ
た
人
、
新
た
に
就
労
し
た
人
、

ま
た
は
途
中
で
退
職
し
た
人
な
ど
は
申
告
が

必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、
市
・
県

民
税
申
告
書
の
提
出
は
不
要
で
す
。

　

行
政
区
ご
と
に
相
談
会
場
や
相
談
日
、
相

談
時
間（
午
前
・
午
後
の
別
）が
決
ま
っ
て
い

ま
す
の
で
、
日
程
を
確
認
の
上
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。
日
程
表
は
、
広
報
ゆ
ざ
わ
一
月
十

五
日
号
に
折
り
込
み
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※

税
務
署
で
も
簡
単
に
確
定
申
告
が
で
き
ま

す
。　

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の
画
面
で
金
額
な
ど
を

入
力
す
る
と
税
額
等
が
自
動
計
算
さ
れ
、
所

得
税
、
消
費
税
の
申
告
書
や
収
支
内
訳
書
、

青
色
申
告
決
算
書
な
ど
が
作
成
で
き
ま
す
。

　

作
成
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
、
次
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

1【
ｅｰ

Ｔ
ａ
ｘ（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
送
信
）】

　

メ
リ
ッ
ト

　

①
作
成
コ
ー
ナ
ー
か
ら
そ
の
ま
ま
電
子
申

　
　

告
（
24
時
間
送
信
可
能
）

　

②
添
付
書
類
の
提
出
省
略
（
記
載
事
項
を

　
　

全
て
入
力
す
る
こ
と
で
）

　

③
還
付
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

2【
書
面
提
出
】

　
ｅｰ
Ｔ
ａ
ｘ
の
準
備
が
間
に
合
わ
な
い
人
は
、

メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
作
成
し
た
申

告
書
な
ど
を
印
刷
し
て
、
郵
送
等
で
提
出
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※

ｅｰ

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

e-tax.nta.go.jp

）で
詳
細
を
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　　　　　　

確
定
申
告
の
時
期
に
備
え
る

早
め
の
ご
準
備
を
！

市
・
県
民
税
の

　
　
　

 

申
告
相
談

確
定
申
告
書
等

　

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を

　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

税
に
関
す
る
お
し
ら
せ

市
税
は
納
期
限
内
に

　
　

納
め
ま
し
ょ
う

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）

の
申
告
と
家
屋
の
取
り
壊

し
の
届
け
出
に
つ
い
て

2014.12.15
２

ＴＯＰＩＣＳ トピックス
　

十
一
月
二
十
日
、
皆
瀬
・
小
安
地
区
の

園
芸
ハ
ウ
ス
で
栽
培
さ
れ
た
、
「
地
熱
水

活
用
ト
マ
ト
」
が
初
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
年
間
を
通
じ
た
農
業
収
入
の

確
保
【
周
年
農
業
の
確
立
】
を
目
指
し
て

市
が
行
っ
て
い
る
、
地
熱
水
を
活
用
し
た

冬
期
間
の
ト
マ
ト
栽
培
実
証
試
験
に
よ
っ

て
収
穫
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
低
コ
ス
ト
型
周
年
農
業
確

立
の
た
め
、
市
と
提
携
す
る
株
式
会
社

ロ
ー
ソ
ン
商
品
本
部
農
業
推
進
部
の
齊
藤

健
さ
ん
の
ほ
か
、
県
、
Ｊ
Ａ
こ
ま
ち
、
市

の
関
係
者
が
立
ち
会
い
、
栽
培
に
携
わ
っ

て
い
る
佐
藤
章
さ
ん
と
伊
藤
淳
さ
ん
が
収

穫
し
た
ト
マ
ト
を
試
食
し
、
サ
イ
ズ
や
色

付
き
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
出
荷
さ
れ
た
の
は
、
一
箱
一
キ

ロ
グ
ラ
ム
入
り
で
二
十
箱
。
Ｊ
Ａ
を
通
じ

て
東
京
・
築
地
市
場
に
出
荷
さ
れ
た
ト
マ

ト
は
、
翌
日
か
ら
都
内
の
店
舗
で
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ロ
ー
ソ
ン
の
齊
藤
さ
ん
は
「
こ
の
時
期

の
ト
マ
ト
は
風
味
が
弱
い
が
、
地
熱
水
活

用
ト
マ
ト
は
味
も
色
付
き
も
い
い
。
あ
と

は
こ
の
品
質
で
定
期
的
に
出
荷
で
き
る
か

が
課
題
で
す
。
今
回
は
東
京
に
出
荷
し
ま

し
た
が
、
今
後
は
県
内
・
市
内
で
販
売
し
、

で
き
る
だ
け
地
域
の
皆
さ
ん
に
味
わ
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

十
二
月
一
日
現
在
、
出
荷
数
は
百
三
十

箱
を
超
え
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
箱
を
追
加
注

文
す
る
ほ
ど
の
収
穫
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。

冬期間トマト栽培実証試験

地熱水
活用トマト
初出荷　　

オリジナルの箱でトマトとともに湯沢をＰＲ

ん
な
で
頑
張
っ
て
き
た

こ
と
が
表
彰
さ
れ
て
う

れ
し
い
。
今
後
も
学
校
に
通
え
な
い
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
募
金
な
ど
、
人
の
た
め
に
役

立
つ
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」と
に
っ

こ
り
笑
い
ま
す
。

　

湯
沢
東
小
学
校
で
は
今
後
、
保
育
園
や
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
の
福
祉
施
設
を
訪
問
す
る
体

験
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
Ｃ
（
青

少
年
赤
十
字
）
担
当
の
小
南
哲
先
生
は
「
児

童
が
施
設
訪
問
を
通
し
て
元
気
を
与
え
ら
れ

る
活
動
を
し
、
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
持
て
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

十
一
月
二
十
一
日
、
湯
沢
東
小
学
校
が
優

良
地
区
・
団
体
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
共
同

募
金
運
動
活
動
推
進
に
尽
力
し
、
自
発
的
な

取
り
組
み
を
行
っ
た
と
し
て
、
中
央
共
同
募

金
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

湯
沢
東
小
学
校
で
は
、
五
・
六
年
生
が
運

営
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
を
中
心
に
全

校
児
童
が
一
丸
と
な
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

五
月
の
緑
の
羽
根
募
金
活
動
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
委
員
会
で
全
校
に
募
金
の
趣
旨
を

知
ら
せ
、
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
ま
た
、

毎
年
十
月
第
一
土
曜
日
に
は
湯
沢
市
共
同
募

金
会
の
赤
い
羽
根
街
頭
募
金
に
参
加
し
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
募
金
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
長
を
務
め

る
六
年
・
小
坂
愛
凛
さ
ん
は
「
人
の
た
め
に

役
立
つ
こ
と
を
し
た
い
と
思
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
委
員
会
に
入
り
ま
し
た
。
赤
い
羽
根
街
頭

募
金
活
動
で
は
、
地
域
の
た
く
さ
ん
の
か
た

と
直
接
お
話
す
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
い
経

験
と
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

街
頭
募
金
の
当
日
、
呼
び
掛
け
に
は
地
域

の
か
た
が
快
く
協
力
し
て
く
だ
さ
り
、
児
童

の
皆
さ
ん
は
地
域
の
福
祉
活
動
に
貢
献
で
き

た
こ
と
を
実
感
し
た
そ
う
で
す
。

　

今
回
の
表
彰
に
つ
い
て
小
坂
さ
ん
は
「
み

▲街頭で一生懸命募金を呼び掛ける児童たち

中
央
共
同
募
金

　
会
長
表
彰
を
受
賞

湯
沢
東
小
学
校

さ
と
う 

あ
き
ら

い
と
う 

あ
つ
し

さ
い
と
う

っ
て
き
た

さ
れ
て
う

こ
さ
か 　

あ
い
り

こ
み
な
み
あ
き
ら

平
成
二
十
七
年

市

た
け
し

た
人
、

告
が

し
、

・
県

、
相

て
い

場
く

月
十

く
だ

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の
画
面
で
金
額
な
ど
を

入
力
す
る
と
税
額
等
が
自
動
計
算
さ
れ
、
所

得
税
、
消
費
税
の
申
告
書
や
収
支
内
訳
書
、

青
色
申
告
決
算
書
な
ど
が
作
成
で
き
ま
す
。

作
成
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
、
次
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

◯
問
い
合
わ
せ

　

・
申
告
相
談　

税
務
課
市
民
税
班

　
　
（
☎
55
8
0
9
4
）

　

・
確
定
申
告
等
作
成　

湯
沢
税
務
署

　
　
（
☎
73
5
1
0
0
）

　

・
市
税
の
納
税　

税
務
課
納
税
班

　
　
（
☎
73
2
1
1
8
）

　

・
償
却
資
産
の
申
告　

税
務
課
固
定

　
　

資
産
税
班
（
☎
55
8
0
9
5
）
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保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
で
保
育
を

希
望
す
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

⑴
就
労
（
フ
ル
タ
イ
ム
の
他
、
パ
ー
ト
タ
イ

　

ム
、
夜
間
、
居
宅
内
の
就
労
な
ど
、
基
本

　

的
に
す
べ
て
の
就
労
を
含
む
）

⑵
妊
娠
、
出
産

⑶
保
護
者
の
疾
病
、
障
が
い

⑷
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
な
ど
を
し
て
い
る

　

親
族
の
介
護
・
看
病

⑸
災
害
復
旧

⑹
求
職
活
動
（
起
業
準
備
を
含
む
）

⑺
就
学
（
職
業
訓
練
校
な
ど
に
お
け
る
職
業

　

訓
練
を
含
む
）

⑻
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ

　

レ
ン
ス
）
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と

⑼
育
児
休
業
取
得
中
に
、
す
で
に
保
育
を
利

　

用
し
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
、
継
続
利
用

　

が
必
要
で
あ
る
こ
と

⑽
そ
の
他
、
こ
れ
ら
に
類
す
る
状
態
と
し
て

　

市
が
認
め
る
場
合

※

同
居
の
親
族
が
子
ど
も
を
保
育
す
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
、
利
用
の
優
先
度
が
調
整
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
（
２
号
認
定
・

　

３
号
認
定
）

　

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
新
た
に
保

育
を
必
要
と
し
て
入
所
を
希
望
す
る
子
ど
も

の
申
し
込
み
を
次
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

申
込
書
類
一
式
を
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
で
事
前
に
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
保
育
所
に
入
所
中
の
子
ど
も
が
い

て
、
来
年
度
も
同
じ
保
育
所
へ
の
継
続
入
所

を
希
望
す
る
場
合
も
、
利
用
申
込
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
利
用
申
込
書
は
、
後
日
郵

送
ま
た
は
保
育
所
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

▽
受
付
期
間　

12
月
16
日
㈫
〜
27
年
１
月
９

　

日
㈮
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜

　

日
、
祝
日
を
除
く
）

▽
受
付
場
所　

福
祉
課
、
各
総
合
支
所

▽
持
参
す
る
も
の　

申
込
用
紙
一
式
、
印
鑑

◆
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
（
１
号
認
定
）

　

幼
稚
園
や
認
定
こ
ど
も
園
を
利
用
す
る
場

合
は
、
保
護
者
が
働
い
て
「
い
る
」・「
い
な

い
」
に
か
か
わ
ら
ず
利
用
で
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
保
護
者
が
直
接
希
望
す
る

幼
稚
園
な
ど
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

就
労
を
理
由
と
す
る
利
用
の
場
合
、
次
の

い
ず
れ
か
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

⑴
「
保
育
標
準
時
間
」
利
用

　
　

フ
ル
タ
イ
ム
就
労
を
想
定
し
た
利
用
時

　
　

間
（
最
長
11
時
間
）

⑵
「
保
育
短
時
間
」
利
用

　
　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
を
想
定
し
た
利
用

　
　

時
間
（
最
長
８
時
間
）

※

「
保
育
短
時
間
」
の
利
用
が
可
能
な
保
護

者
の
就
労
時
間
の
下
限
は
、
一
カ
月
当
た
り

四
十
八
時
間
（
週
三
日
四
時
間
・
週
四
日
三

時
間
な
ど
）
以
上
と
な
る
予
定
で
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
、
生
活
保
護
世
帯
、
生
計

中
心
者
の
失
業
、
子
ど
も
に
障
が
い
が
あ
る

場
合
な
ど
に
は
、
保
育
の
優
先
的
な
利
用
が

必
要
と
判
断
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

新
制
度
で
は
、
保
育
所
の
ほ
か
市
の
確
認

を
受
け
た
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
保
育

料
に
つ
い
て
も
市
で
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

保
育
料
は
、
児
童
の
扶
養
義
務
者
（
基
本

的
に
は
両
親
の
合
算
、
場
合
に
よ
り
祖
父
母

も
対
象
）
の
二
十
六
年
度
課
税
市
民
税
額
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。
新
制
度
で
は
毎
年
九
月

に
対
象
年
度
の
切
り
替
え
時
期
と
な
り
ま
す
。

※

兄
弟
姉
妹
二
人
以
上
の
子
ど
も
が
保
育
所

ま
た
は
幼
稚
園
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合

は
、
保
育
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◆
保
育
料
の
支
払
い

　

保
育
料
は
、
施
設
に
よ
っ
て
支
払
先
が
異

な
り
ま
す
。

▽
保
育
園…

…
…

市
に
納
め
ま
す

▽
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園…

…

入
所
施
設

　

に
納
め
ま
す

平成27年度保育関係施設平成27年度保育関係施設 入所受け付け
開
始

入所受け付け
開
始

保育を
必要とする事由

保育の必要量

保育を
必要とする事由

保育所
幼稚園
認定こども園の
申し込み

保育所
幼稚園
認定こども園の
申し込み

保育の必要量「優先利用」
該当の有無
「優先利用」
該当の有無

認定区分

１号認定

２号認定
　

対象外

３号認定

年　齢

　
満３歳
以　上

　

満３歳
未　満

保育の希望の有無

なし：幼稚園等での教育を希望する場合

あり：「保育の必要な事由」に該当し、
　　　保育所等での保育を希望する場合

なし

あり：「保育の必要な事由」に該当し、
　　　保育所等での保育を希望する場合

利用できる施設

幼稚園・認定こども園

保育所・認定こども園

保育所・認定こども園

終了時間

午後7時

午後6時30分

午後7時

午後7時

午後7時

午後7時

午後7時

午後6時30分

午後6時30分

午後6時30分

午後7時

午後2時30分

午後2時30分

午後2時30分

開始時間

午前7時30分

午前7時30分

午前7時

午前7時

午前7時

午前7時

午前7時

午前7時30分

午前7時30分

午前7時

午前7時

午前7時

午前8時

午前8時30分

電話番号

73-2272

46-2446

73-2361

72-2728

73-1745

72-3165

72-2512

42-2223

52-2559

42-3117

56-6888

73-0110

73-6738

73-1507

住　所区　分 保育園名

湯沢保育所

皆瀬保育園

湯沢保育園

湯沢乳児保育園

みたけ保育園

岩崎保育園

深堀保育園

駒形保育園

おがち保育園

あおぞら保育園

双葉乳児保育園

双葉幼稚園

湯沢若草幼稚園

愛宕幼稚園

保育所
２号・３号
認定の
子どもを
受け入れ

幼稚園
1号認定の
子どもを
受け入れ

認定こども園
１号～３号
認定の
子どもを
受け入れ

湯沢市田町
二丁目3-52
湯沢市皆瀬字
沢梨台47-2
湯沢市柳町
二丁目4-37
湯沢市元清水
二丁目3-26
湯沢市裏門
一丁目2-33
湯沢市岩崎字
千年71-4
湯沢市深堀字
高屋敷58-3
湯沢市駒形町
字八面弧塚58
湯沢市横堀字
土淵28
湯沢市三梨町字
古三梨町155
湯沢市表町
四丁目5-25
湯沢市表町
四丁目7-8
湯沢市清水町
二丁目3-3
湯沢市愛宕町
二丁目1-16

４月から民営
化の予定

４月から民営
化の予定
４月から認定
こども園の予定

その他

保育料について保育料について
○
保
育
関
係
施
設
の
入
所
申
し
込
み
や

　

保
育
料
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

　

福
祉
課
児
童
福
祉
班

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
78
０
１
６
６
）へ

　子ども・子育て支援制度の施行に伴い、保育所等に入所を希望するお子さん
は、下表のとおり年齢や保育の希望の有無により３つの認定区分に分かれます。
　子ども・子育て支援制度の施行に伴い、保育所等に入所を希望するお子さん
は、下表のとおり年齢や保育の希望の有無により３つの認定区分に分かれます。



　

県
内
で
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
が

三
十
六
人
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
高

齢
者
が
二
十
九
人
で
、
全
体
の
八
割
以
上

と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
十
二
月
が
交
通
事
故
に
よ
る
死

者
数
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
歩
行
者
の
か
た
へ
】

　

明
る
い
色
の
服
装
や
反
射
材
を
付
け
る

こ
と
で
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
、
安
全
確

認
を
し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
。

【
車
を
運
転
さ
れ
る
か
た
へ
】

　

積
雪
、
路
面
凍
結
な
ど
に
よ
る
ス
リ
ッ

プ
に
気
を
付
け
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
運
転

し
ま
し
ょ
う
。

　

飲
酒
運
転
は
、
重
大
事
故
の
要
因
で
す
。

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の
相
談
課
生
活

環
境
班（
☎
55
8
0
6
9
）ま
た
は
湯
沢

警
察
署
交
通
課（
☎
73
2
1
2
7
）へ

　

湯
沢
市
老
人
保
健
福
祉
計
画
・
第
6
期

介
護
保
険
事
業
計
画（
案
）の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

◯
募
集
期
間　

平
成
27
年
1
月
6
日
㈫
〜

26
日
㈪

◯
公
表
方
法　

▽
掲
載
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
▽
閲
覧
＝
長
寿
福
祉
課
高
齢
介
護
班
、

各
総
合
支
所

◯
問
い
合
わ
せ　

長
寿
福
祉
課
高
齢
介
護

班
（
☎
73
2
1
2
3
）
へ

　

湯
沢
翔
北
高
等
学
校
で
は
、
平
成
二
十

七
年
度
専
攻
科
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
専
攻
科
は
修
業
年
限
二
カ
年
の
過
程

で
、「
介
護
」
と
「
も
の
づ
く
り
」
の
即

戦
力
と
し
て
地
域
社
会
で
活
躍
す
る
人
材

の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

◯
募
集
人
員　

介
護
福
祉
科
＝
6
人
、
生

産
技
術
科
＝
5
人

◯
出
願
資
格　

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当

す
る
人

　

①
高
等
学
校
を
卒
業
、
ま
た
は
平
成
27

年
3
月
に
卒
業
見
込
み
の
人

　

②
学
校
教
育
法
施
行
規
則
150
条
の
規
定

に
よ
り
、
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
と

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
人

◯
出
願
期
間　

平
成
27
年
1
月
19
日
㈪
〜

　

23
日
㈮

◯
検
査
日　

平
成
27
年
2
月
5
日
㈭

◯
検
査
科
目　

小
論
文
、
面
接

◯
合
格
発
表　

平
成
27
年
2
月
12
日
㈭

◯
問
い
合
わ
せ　

県
立
湯
沢
翔
北
高
等
学

校
専
攻
科
（
☎
79
5
2
0
0
）
へ

【
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
】

・
講
習
期
間　

平
成
27
年
1
月
6
日
㈫
〜

8
日
㈭

・
定　

員　

20
人

【
ク
ロ
ス
施
工
基
礎
講
習
】

・
講
習
期
間　

平
成
27
年
1
月
15
日
㈭
、

16
日
㈮

・
定　

員　

10
人

【
木
造
建
築
物
の
組
立
て
等

作
業
主
任
者
技
能
講
習
】

・
講
習
期
間　

平
成
27
年
2
月
19
日
㈭
、

20
日
㈮

・
定　

員　

10
人

◯
時　

間　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◯
と
こ
ろ　

大
曲
技
術
専
門
校

◯
対　

象　

現
在
勤
め
て
い
る
人

◯
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

大
曲
技

術
専
門
校
民
間
訓
練
支
援
室
（
☎

0
1
8
7
62
6
3
2
1
）
へ

　

本
展
で
は
、
豊
四
郎
が
結
成
し
た
団
体

を
中
心
に
、
官
展
や
青
龍
社
展
、
秋
田
美

術
展
な
ど
の
展
覧
会
も
俯ふ

瞰か
ん

し
な
が
ら
、

豊
四
郎
の
作
品
約
五
十
点
と
写
生
な
ど
を

展
示
、
紹
介
し
ま
す
。

◯
と　

き　

平
成
27
年
2
月
1
日
㈰
ま
で

／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
（
入
館

は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

※
12
月
29
日
㈪
〜
31
日
㈬
、
1
月
13
日
㈫

〜
22
日
㈭
は
休
館
に
な
り
ま
す
。

◯
と
こ
ろ　

県
立
近
代
美
術
館
5
階
展
示

室
（
横
手
市
）

◯
観
覧
料　

五
百
円（
大
学
生
以
下
無
料
）

◯
問
い
合
わ
せ　

県
立
近
代
美
術
館
（
☎

0
1
8
2
33
8
8
5
5
）
へ

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2014.12.15
7

2014.12.15
6

湯
沢
市
老
人
保
健
福
祉
計
画・

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画

（
案
）に
関
す
る
意
見
募
集

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

生
誕
110
年 

福ふ
く

田だ

豊と
よ

四し

郎ろ
う

展

　

県
で
は
、
県
外
に
在
住
し
、
県
内
で
の

就
職
を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
し
た
「
Ａ

タ
ー
ン
就
職
面
接
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

◯
と　

き　

平
成
27
年
1
月
17
日
㈯
午
後

1
時
〜
4
時
／
正
午
か
ら
受
け
付
け

◯
と
こ
ろ　
ベ
ル
サ
ー
ル
八
重
洲（
東
京
都
）

◯
内　

容　

県
内
企
業
の
採
用
担
当
者
と

の
個
別
面
談
、
関
係
職
員
に
よ
る
就
職

相
談
な
ど

◯
対　

象　

県
内
で
の
就
職
を
希
望
す
る

全
て
の
Ａ
タ
ー
ン
希
望
者

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

Ａ
タ
ー
ン

プ
ラ
ザ
秋
田
（
☎
0
1
2
0
―
1
2
2

―
2
5
5
）
へ

◯
と　

き　

平
成
27
年
1
月
3
日
㈯
午
前

10
時
〜
午
後
5
時

◯
と
こ
ろ　

に
ぎ
わ
い
交
流
館
Ａ
Ｕ
（
秋

田
市
）

◯
参
加
料　

無
料

※
企
業
の
参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◯
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
沢

（
☎
73
6
1
1
7
）
ま
た
は
県
雇
用
労

働
政
策
課
（
☎
0
1
8
―
8
6
0
―

2
3
3
6
）
へ　

◯
募
集
種
目　

高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一

般
）

◯
資　

格　

17
歳
未
満
の
男
性
（
中
学
校

卒
業
者
ま
た
は
予
定
者
）

◯
応
募
期
限　

平
成
27
年
1
月
9
日
㈮

◯
試
験
日　

平
成
27
年
1
月
24
日
㈯

※
詳
細
は
受
付
後
に
連
絡
し
ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
秋

田
地
方
協
力
本
部
横
手
地
域
事
務
所

（
☎
0
1
8
2
32
3
9
2
0
）
へ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
二
十
七
年
度
第
一

学
期（
四
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の

大
学
で
す
。

　

心
理
学
、福
祉
、経
済
、歴
史
、文
学
、自

然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

◯
出
願
期
限　

平
成
27
年
3
月
20
日
㈮

◯
問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
秋
田
学
習

セ
ン
タ
ー
（
☎
0
1
8
―
8
3
1
―

1
9
9
7
）
へ

　

平
成
二
十
五
年
四
月
の
高
年
齢
者
雇
用

安
定
法
の
改
正
に
よ
り
、
高
年
齢
者
が
雇

用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
希
望
者
全
員
の

六
十
五
歳
ま
で
の
雇
用
が
事
業
主
に
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
定
年
制
や
定
年
後
の
雇
用

確
保
措
置
に
つ
い
て
、
六
十
五
歳
ま
で
の

雇
用
を
就
業
規
則
に
規
定
す
る
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
就
業
規
則
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
六
十
五
歳
ま
で
の
雇
用
を
確

保
す
る
た
め
に
は
次
の
三
つ
の
確
保
措
置

が
あ
り
ま
す
。

①
定
年
制
の
廃
止

②
六
十
五
歳
以
上
の
定
年
制

③
再
雇
用
や
勤
務
延
長
な
ど
に
よ
る
希
望

者
全
員
六
十
五
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
措

置
※
詳
細
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
沢

（
☎
73
6
1
1
7
）
へ

　

薬
草
栽
培
の
産
地
確
立
と
普
及
拡
大
の

た
め
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

12
月
23
日
㈫
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
0
時
30
分

○
と
こ
ろ　

文
化
交
流
施
設
「
美み

里り

音お
ん

」

（
羽
後
町
貝
沢
）

○
問
い
合
わ
せ　

羽
後
町
薬
草
生
産
組
合

　

佐
藤
（
☎
0
8
0
―
1
8
2
4
―
5
1

 

5
1
）
へ

◯
と　

き　

平
成
27
年
3
月
25
日
㈬
〜
4

月
5
日
㈰

◯
派
遣
先　

米
国
、英
国
、豪
州
、カ
ナ
ダ
、

フ
ィ
ジ
ー
、ニュー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、フ
ィ
リ
ピ
ン

◯
内　

容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
文
化
交
流
、
学
校
体
験
、
英

語
研
修
、
地
域
見
学
な
ど

◯
対　

象　

小
学
校
3
年
生
〜
高
校
3
年
生

◯
参
加
料　

三
十
六
万
円
〜
五
十
万
円

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

平
成
27
年

2
月
2
日
㈪
ま
で
、
公
益
財
団
法
人

国
際
青
少
年
研
修
協
会
（
☎
0
3
―

6
4
1
7
―
9
7
2
1
）
へ

高
齢
者
雇
用
に
係
る

就
業
規
則
の
改
正
は

お
済
み
で
す
か

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

春
休
み
海
外
派
遣

参
加
者
募
集

Ａ
タ
ー
ン
就
職
面
接
会

Ａ
タ
ー
ン
就
職
相
談
会

秋
田
県
立
湯
沢
翔
北
高
等
学
校

「
専
攻
科
」
学
生
募
集

（
二
次
選
抜
）

自
衛
官
募
集

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

薬
草
栽
培
普
及
説
明
会

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

福田豊四郎 「秋田のマリヤ」
昭和23年（第１回創造美術展）



○
と　

き　

平
成
27
年
1
月
21
日
㈬
／
午

後
5
時
15
分
〜
6
時
30
分

○
と
こ
ろ　

湯
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会

○
内　

容　

不
動
産
・
会
社
・
法
人
の
登

記
、
多
重
債
務
、
成
年
後
見
な
ど

○
定　

員　

各
回
4
人

○
申
し
込
み　

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン          

タ
ー
湯
沢
予
約
専
用
電
話
（
☎
0
1
8

―
8
2
4
―
0
0
5
5
）

○
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
司
法
書
士
会

（
☎
0
1
8
―
8
2
4
―
0
1
8
7
）へ

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
、
退
職
金
を
ま

だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
を
探
し
て
い
ま

す
。
以
前
林
業
の
仕
事
に
携
わ
り
、
自
身

が
林
退
共
へ
加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な

い
人
に
つ
い
て
も
調
べ
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
お
よ

び
被
共
済
者
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
各
種
手

続
き
（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退
職
金
の
請

求
な
ど
）
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
で
き

る
限
り
の
範
囲
に
お
い
て
速
や
か
に
対
応

し
ま
す
の
で
、
相
談
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者

退
職
金
共
済
機
構
林
業
退
職
金
共
済

事
業
本
部
（
☎
0
3
―
6
7
3
1
―

2
8
8
7
）
へ

◯
と　

き　

平
成
27
年
1
月
12
日
㈪
／
午

前
10
時
30
分
〜
正
午

◯
と
こ
ろ　

稲
川
ス
キ
ー
場

◯
対　

象　

稲
川
ス
キ
ー
場
で
、
学
校
の

ス
キ
ー
授
業
を
予
定
し
て
い
る
小
学
校

1
・
2
年
生

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
ス
キ
ー
ス
ク
ー

ル
谷
藤
（
☎
0
9
0
―
8
7
8
0
―

8
8
3
2
）
へ

2014.12.15
8

司
法
書
士

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
湯
沢

無
料
相
談
会

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）か
ら
の
お
知
ら
せ

ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー特

別
講
習
会

　冬期間は、気温の低下により水道管が凍結し破裂が予想されます。
　気温がマイナス４℃以下になるときや真冬日が続くときなどに、
水道管が凍結し破裂などが起こりやすくなるといわれています。
　その多くは、就寝前や外出前の水抜きなどちょっとした
心掛けで防ぐことができます。
　こまめに不凍栓で水抜きを行い、凍結防止に努めましょう。
【注意】不凍栓を中途半端に閉めると漏水の原因となり水道料金が
　　　 高くなりますので、不凍栓はしっかりと開閉してください。

○問い合わせ　水道課管理業務班（☎73‒2165）へ
※年末年始（12月27日～1月4日）の水道トラブルや休日当番店については水道課関口水源地（☎73-2312）
へ問い合わせください。

水道管の凍結などにご注意を水道管の凍結などにご注意を水道管の凍結などにご注意を

　水道管が凍結し破裂した場合などの修理は、
湯沢市指定給水装置工事事業者へ依頼してください。
　年末年始の期間中も、休日当番店が対応します。

　水道管が凍結し破裂した場合などの修理は、
湯沢市指定給水装置工事事業者へ依頼してください。
　年末年始の期間中も、休日当番店が対応します。

　
緑
風
荘
は
、
年
末
年
始
も
休
ま
ず

営
業
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
来
館
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◯
営
業
日
　
①
12
月
29
日
㈪
／
午
前

　
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分
②
12

　
月
30
日
㈫
、
平
成
27
年
1
月
2
日

　
㈮
、
3
日
㈯
／
午
前
9
時
30
分
〜

　
午
後
9
時
③
12
月
31
日
㈬
、
27
年

　
1
月
1
日
㈭
／
午
前
9
時
30
分
〜

　
午
後
3
時

◯
問
い
合
わ
せ
　
長
寿
福
祉
課
高
齢

　
介
護
班（
☎
73
2
1
2
3
）ま
た
は

　
緑
風
荘（
☎
42
2
3
1
0
）へ

緑
風
荘
の
年
末
年
始
の

        

営
業
日
に
つ
い
て

緑
風
荘
の
年
末
年
始
の

        

営
業
日
に
つ
い
て

緑
風
荘
の
年
末
年
始
の

        

営
業
日
に
つ
い
て

　

湯
沢
市
農
業
委
員
会
で
は
、「
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
を
十
二

月
二
十
ニ
日
こ
ろ
各
農
家
に
郵
送
し
ま
す
。

　
申
請
書
の
内
容
を
確
認
し
、
申
請
代
表
者

の
印
鑑
を
押
し
て
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に

て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
は
農
業
委
員
選
挙
に
お
い
て
大
事
な

申
請
と
な
り
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
お
忘
れ

の
な
い
よ
う
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
提
出
期
限　

平
成
27
年
1
月
10
日
㈯

○
選
挙
人
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
平

　

成
27
年
3
月
31
日
に
お
い
て
年
齢
が
満
20

　

歳
以
上
の
人
（
平
成
7
年
4
月
1
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
人
）
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

　

該
当
し
て
い
る
人

　

①
10
ア
ー
ル（
1000
㎡
）以
上
の
農
地
で
耕
作

　
　

の
業
務
を
営
ん
で
い
る
人

　

②
右
記
①
の
人
と
同
居
の
親
族
、
ま
た
は

　
　

そ
の
配
偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね
60
日

　
　

以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

　

③
10
ア
ー
ル（
1000
㎡
）以
上
の
農
地
で
耕
作

　
　

の
業
務
を
営
ん
で
い
る
農
業
生
産
法
人

　
　

の
組
合
員
、
社
員
ま
た
は
株
主
で
、
年

　
　

間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し

　
　

て
い
る
人

※

申
請
書
が
郵
送
さ
れ
ず
、
選
挙
人
資
格
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
農
業
委
員
会
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
農
業
委
員
会

　

事
務
局
（
☎
73
2
1
3
8
）
へ

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
に
つ
い
て

第33回
元旦ランニングの集い
第33回
元旦ランニングの集い
第33回
元旦ランニングの集い

9
2014.12.15

○と　き　平成27年1月1日㈭
　　　　　午前9時　　　開会式
　　　　　午前9時30分　スタート
○コース　市役所発着・新町折り返し（約3㎞）
○参加料　500円
○対　象　健康に自信のある小学生以上の人
○表　彰　完走証、参加賞など
○申し込み　当日午前8時30分から湯沢市役所
　　　　　　本庁舎前にて受け付け
○問い合わせ　湯沢市雄勝郡陸上競技協会
　　　　　　　照井（☎090-2887-2443）へ

犬っこまつり
平成27年2月14日㈯・15日㈰

今年は、湯沢中央公園とまちなか会場
（大丈跡地）で行います。

◎窓口業務
　12月27日㈯から平成27年1月4日㈰までの9日
間が休みとなります。
　◆住民票・印鑑登録証明証・戸籍謄本等戸籍証
　　明書の交付および印鑑登録
　　▷と　き　12月29日㈪・30日㈫
　　　　　　　午前9時～午後5時
　　▷ところ　本庁舎市民課
　※転入転出などの住所異動については受け付け
　できません。
　◆出生届・婚姻届・死亡届などの戸籍届け出
　　休み期間中は宿日直職員が受け付けします。
　　ただし、1月1日㈭から2日㈮は湯沢火葬場
　が休みのため使用できません。3日㈯以降の火
　葬場の使用については、2日午前8時30分から
　午後5時まで湯沢火葬場で受け付けします。
　※宿日直で受付した戸籍届け出については、休
　み明けに改めておいでいただく場合があります。
　◆問い合わせ　市民課住民班（☎73‒2116）
◎年末年始の祝祭日歯科診療
　12月31日㈬　守口歯科クリニック（☎73‒4646）
　1月1日㈭　田中歯科医院（☎73‒2314）
　1月2日㈮　芳賀歯科医院（☎73‒8148）
　1月3日㈯　荘司歯科医院（羽後町／☎62‒5126）

の9日

戸籍証

け付け

け出
ます。
火葬場
降の火
分から
す。
は、休
ります。
6）

‒4646）

62‒5126）

年
末
年
始【
窓
口
業
務
】【
祝
祭
日
歯
科
診
療
】の
お
知
ら
せ

年
末
年
始【
窓
口
業
務
】【
祝
祭
日
歯
科
診
療
】の
お
知
ら
せ

（大丈跡地）で行います。

【お堂っこコンクール】
■会　　場　犬っこまつり主会場（中央公園広場）
　　　　　　まちなか会場
■制作期間　平成27年2月6日㈮～13日㈮正午
■助 成 金　一個につき１万円交付
■説 明 会　平成27年１月15日㈭午後１時30分から、
　　　　　　湯沢生涯学習センター2階で開催

【冬の花火】
　犬っこまつりの夜に大輪の花火を上げてみません
か。協賛していただける個人、団体を広く募集します。
■打ち上げ日時　平成27年2月14日㈯午後7時30分
■協 賛 金　1万円から

【団体などへの助成】
　祭り会場以外で「犬っこ」や「お堂っこ」を制作
する町内・ＰＴＡ・子ども会などに助成金を交付し
ます（一団体につき3千円）。
◎申し込み・問い合わせ　いずれも平成27年1月6日
  ㈫まで、犬っこまつり実行委員会（市民プラザ2階
　湯沢市観光物産協会内☎73‒0415）へ　



心のリラックスタイム
　臨床心理士橋本まり子先生の協力のもと、心の健康に関する話題を、偶数月の15日号で紹介します。

はしもと こ

  ～橋本まり子先生によるこころの健康相談会（予約制）～
　毎月１回行っています。利用を希望する人は、事
前に下記まで問い合わせください。
○問い合わせ　健康対策課保健推進班（☎56-8020）へ

①相手の様子をみて、一人でいるときやあなたのこと
　を気にかけているときなどタイミングを計る
②「ちょっと話があるんだ」と声を掛け、仲直りをした
　いことを伝える。すると相手も心構えができる
③「この間はごめん」と言い訳をせずに伝える。言い訳
　をすると相手も反論をしたくなり、またけんかにな
　る可能性がある。言い訳ではなく、仲直りができた
　らうれしい、楽しいといった気持ちを伝える
④仲直りを相手が受け入れるかは相手次第。五分五分
　と思って期待をせず、相手の気持ちが緩むのを待つ

　人と上手にかかわる方法や技術のことを「ソーシャルスキル」といいます。
　人間関係は、ちょっとしたきっかけでうまくいき、もっと仲良くなることができるなど良い循環を起こしますが、
逆にうまくいかなくなってしまうと、自分だけでは解決が難しくなってしまうほど悪くなることもあります。
　ちょっとした言葉のすれ違いで相手とけんかをしてしまった場合、皆さんはどうしますか。仲直りを自分から言い
出す勇気がない人、相手の出方を待っていたら時間がたち、かえってこじれてしまう人もいるかもしれません。
　自分から仲直りを言い出すと、あなたの気持ちの疲れが取れてすっきりしたり、相手の緊張もゆるんだりして、今
までよりももっと良い関係が築けるきっかけになることでしょう。

　簡単にできそうですが、素直に気持ちを伝えるのは
難しいですね。身に付けたい “ ソーシャルスキル ” とし
ては、「怒りや不安を静め、冷静になること」。気持ち
を整理することが大切です。

●第28回　テーマ「ソーシャルスキル」

　介護予防とは、元気な人が介護が必要とならないように、また、介護が必要な人
でも、できるだけ機能を維持・改善できるようにする取り組みのことです。
　この介護予防のお手本として、８回にわたって地域で活躍しているかたを紹介し
ます。元気な高齢者の生活の中に、介護予防のヒントが見えてきますよ！

　仲間と一緒に、手作りの農産物や農産加工品、小物な
どを販売しています。会員は、商品を卸すだけでなく、
交代で店番もしています。自分のためにする仕事だから、
ここの仲間は皆生き生きとしています。

　もともと物づくりが好きで、テレビ
や新聞、友人から情報を仕入れて、常
に新しいことに挑戦しています。あぐり館は冬期間休業
しますが、その間は創作したいものを想像して、頭の中
はいっぱいです。自分の作りたいものを作り、定年もな
く収入が得られる、まさに趣味と実益を兼ねた仕事です。
何より、仲間やお客さんと顔を合わせて“おしゃべり”す
ることがストレス解消であり、一番の楽しみです。

◆伝えたい－健康と笑顔の秘訣！
　モットーは「前向きに」。仲間との“おしゃべり”も前
向きな話をしたほうが楽しく、心が明るくなります。ま
た、目標を決めたら、それに向かって興味を持って取り
組むことです。
○問い合わせ：地域包括支援センター（☎78‒2311）

ひけつ

笑顔の達人を探して

おらほの“まめでげんき人”

　産地直売施設あぐり館で、
手作りの商品を販売している
中山さんを紹介します。

第６回の達人は…

中山キヌ さん（76）

なかやま きぬ

（皆瀬地域）

2014.12.15
11

仲直りするための謝り方仲直りするための謝り方

2014.12.15
10

『見守り』と『気付き』で被害防止
　高齢者が悪質商法や詐欺被害に遭うケース
が増えています。本人が注意することも必要
ですが、普段の様子を知る家族や地域など、
身近な人の見守りや気付きが、被害防止・早
期解決につながります。
　年末年始、家族で連絡を取り合い、地域で
声を掛け合い、被害を防止しましょう。
★見守りと気付きのポイント（例）
　▽新品の布団や健康食品など、同じような
　　商品が大量にないか
　▽不審な契約書、請求書などがないか
　▽建物や電話機周辺などに
　　不審な工事の形跡はないか
　▽通帳に不審な振り込みや
　　引き落としの記録はないか

●人口
男
女

49,018人
23,389人
2５,629人

………
………
………

（－27人）

（－9人）

（－18人）●世帯数 18,169世帯… （－14世帯）

前月比

前月比比
11月末現在
人口と世帯数の動き世人口と き

■消費生活に関する相談、出前講座の依頼は…
　湯沢市消費生活センター（湯沢市役所１階、
　☎72－0874）へ
　受付時間：午前8時30分～午後5時

くらしの相談課生活環境班（☎55‒8069）

　12月29・30日は貝沢ごみ処理施設へ有料で〝もえる
ごみ〟のみ直接搬入できます（午前8時30分～午後4
時30分。正午～午後１時は受け入れ休止）。その他の
ごみについては、湯沢市ゴミ収集カレンダーを確認し
てください。

“もえるごみ”

湯沢地域

稲川地域
雄勝地域

皆瀬地域

湯沢（国道13号より東側）、三関、岩崎、須川、
高松
稲庭町、三梨町、川連町（久保）
横堀、小野（小町の里・東山・堺１・堺２）、
秋ノ宮
皿小屋、小安、湯元、市野、羽場、中ノ台、
下生内、上生内、長石田

湯沢地域

稲川地域
雄勝地域

皆瀬地域

湯沢（国道13号より西側）、山田、弁天、
幡野
川連町（久保を除く）、駒形町
院内、小野（小町の里・東山・堺１・堺２
を除く）
菅生、藤倉、白沢、仏師ケ沢、瀬野ケ沢、板戸、
若畑、貝沼、沖ノ沢、落合

　12月29日（月）まで／
平成27年１月５日（月）から始まる地域　

　12月29日（月）まで／
平成27年１月５日（月）から始まる地域　

　12月30日（火）まで／
平成27年１月６日（火）から始まる地域　

　12月30日（火）まで／
平成27年１月６日（火）から始まる地域　

年末年始の の収集について“もえるごみ”

◎前払い（前納）をすると保険料が割り引
　きになりお得です。また、口座振替で前
　納すると割引率がアップし、さらにお
　得です。

大曲年金事務所☎0187-63-2295、市民課国保年金班☎55-8164）

1年分

183,000円

179,750円
(3,250円)

179,160円
 (3,840円)

（注）平成26年度保険料15,250円の12カ月分と平成27年度保険料15,590円の12カ月分の合計
　　です。

　　6カ月前納の期間は4～9月分、10～翌年
　　3月分。1年前納の期間は、4～翌年3月
　　分。2年前納の期間は4～翌々年3月分と
　　なります。

加入する月からの前納を希望する場合は、事前
に年金事務所へご相談ください。

　　4月分からの口座振替による前納（6カ月
　　・1年・2年）の申し込みは毎年2月末日
　　で終了します。新規で希望されるかたは、
　　お早目に手続きしてください。

2年分

370,080円泫

355,280円　
(14,800円) 

6カ月

91,500円

90,760円
 (740円)

90,460円
(1,040円)

1カ月

15,250円

15,200円
  (50円)

納付方法

月々支払

現金支払
（割引額）

口座振替
（割引額）

保険料は『前納』がお得です保険料は『前納』がお得です

前
　
　
納



み
ん
な
で
目
指
そ
う
、世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
！

ジ
オ
パ
ー
ク
と
地
域
の
未
来

　

こ
ん
に
ち
は
。
湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会
事
務
局
の
遠
藤
研
二
で
す
。
私
は
、

総
務
省
事
業
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
隊

員
と
し
て
今
年
の
八
月
か
ら
湯
沢
市
に
着
任

し
、
協
議
会
で
働
い
て
い
ま
す
。

　

全
国
各
地
に
散
ら
ば
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
は
、
地
域
活
性
化
お
よ
び
地
域
振
興
活
動

を
担
う
一
員
と
し
て
各
地
方
自
治
体
か
ら
委

嘱
を
受
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

湯
沢
市
で
は
、
前
年
度
か
ら
着
任
し
て
い

る
川
邉
隊
員
と
私
が
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
三
人
の
女
性
隊
員

が
「
地
域
お
こ
し
小
町
隊
」
と
し
て
活
躍
し

て
お
り
、
市
の
観
光
関
係
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
ど
ち
ら
の
活
動
も
市
の
活
性
化
と
広

報
推
進
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
今
ま
で
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
連
す
る

仕
事
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
は
な
ぜ
、
湯
沢
市
に
来
よ
う
と
考
え
た
の

か
。
理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
順
を

追
っ
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
埼
玉
県
の
出
身
で
、
専
門
は
現
代

美
術
。
そ
の
中
で
も
立
体
造
形
を
研
究
し
て

お
り
、
現
在
も
研
究
活
動
を
継
続
し
て
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
根
幹
で

あ
る
地
質
学
は
あ
ま
り
得
意
な
分
野
で
は
な

く
、
た
だ
今
勉
強
中
で
す
が
、
仕
事
で
世

界
・
日
本
各
地
を
飛
び
回
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
異
質
な
文
化
を
直
接
的
に
肌
で
感
じ

ら
れ
る
旅
行
は
好
き
で
し
た
。

　

自
身
の
研
究
活
動
が
生
活
の
中
心
な
の
で
、

現
在
に
至
る
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
を
経

験
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
は
地
域
活
性
化

の
手
段
と
し
て
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る

「
芸
術
祭
」
を
福
井
県
若
狭
町
で
開
催
し
ま

し
た
。
地
域
活
性
化
を
図
る
「
福
井
県
ふ
る

さ
と
起
業
家
育
成
事
業
」
の
起
業
家
と
し
て
、

芸
術
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
立
案
と
実
践
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
実
績
を
も
と
に
、

美
術
イ
ベ
ン
ト
を
活
用
し
た
地
域
活
動
を
ジ

オ
パ
ー
ク
に
も
取
り
入
れ
て
み
た
い
と
い
う

の
が
、
一
つ
目
の
理
由
に
な
り
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
と
お
り
、
ジ
オ
パ
ー
ク
は
地
質

学
を
根
幹
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
許
容
範

囲
は
多
岐
に
わ
た
り
、
な
か
で
も
文
化
は
重

要
な
柱
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

故
に
、
ジ
オ
パ
ー
ク
と
い
う
自
然
の
キ
ャ
ン

パ
ス
に
文
化
的
な
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
描
い
て

み
た
い
と
い
う
の
が
、
私
の
考
え
に
な
り
ま

す
。

　

で
は
「
数
あ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
の
中
で
な
ぜ

湯
沢
な
の
か
？
」
と
い
う
点
で
す
が
、
こ
れ

は
二
つ
目
の
理
由
と
し
て
、
私
の
祖
先
に
関

係
す
る
話
に
な
り
ま
す
。

　

私
の
母
方
の
父
、
つ
ま
り
私
の
祖
父
は
佐

竹
南
家
第
十
九
代
当
主
佐
竹
義
輔
に
な
り
ま

す
。
私
は
幼
い
頃
か
ら
法
事
な
ど
で
何
度
も

湯
沢
市
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
つ
い
先
日

も
叔
父
で
あ
る
二
十
代
義
惇
、
従
兄
の
二
十

一
代
義
宏
の
両
人
も
湯
沢
市
を
訪
れ
、
南
家

佐
竹
会
の
催
し
と
清
凉
寺
で
の
法
事
を
行
い

ま
し
た
。
い
わ
ば
第
二
の
故
郷
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

こ
の
よ
う
に
縁
の
あ
る
湯
沢
市
も
人
口
減

少
が
著
し
く
進
ん
で
い
る
な
ど
、
数
々
の
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
湯
沢
市
の
力

に
な
れ
れ
ば
と
思
い
、
隊
員
募
集
に
応
募
し

ま
し
た
。

　

今
の
と
こ
ろ
は
構
想
段
階
の
域
を
超
え
ま

「
ジ
オ
パ
ー
ク
」出
前
講
座

  

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
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湯
沢
市
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オ
パ
ー
ク
推
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協
議
会
事
務
局
（
市
ま
る
ご
と
売

　

る
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
内
☎
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）

せ
ん
が
、
何
が
で
き
る
か
こ
れ
か
ら
市
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

外
部
か
ら
来
た
人
間
の
見
方
で
地
域
の
文

化
資
源
に
着
目
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
通
し
て

の
「
地
域
お
こ
し
」
を
地
元
の
か
た
と
協
働

で
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

2014.12.15
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2014.12.15
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男女共同参画・少子化対策
通信

　イマドキの婚活事情や出会いを増やす方法などについて、平成27年3月まで8回シリーズで
連載します。恋愛や結婚に向けて真剣に考えている人、またはそのご家族は必見です。
　執筆者は、NPO法人「花婿学校」代表の大橋清朗先生です。

おおはしきよはる

「
意
識
を
変
え
る
」
が
な
ぜ
大
事
？

5

　
結
婚
す
る
た
め
に
「
出
会
い
」
が
必
要
な
こ

と
、
そ
の
出
会
い
の
た
め
に
「
婚
活
」
が
あ
る

こ
と
を
こ
れ
ま
で
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。
出

会
い
が
な
い
か
ら
、「
自
分
か
ら
動
い
て
み
よ

う
か
な
」
っ
て
思
っ
て
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う

か
。
お
そ
ら
く
、
多
く
の
か
た
が
何
も
行
動
を

起
こ
し
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
「
こ
の
ま
ま

で
は
、
ま
ず
い
か
も
」
、「
結
婚
が
で
き
な
い

の
で
は
」
と
い
う
意
識
が
な
い
の
で
す
。

　
私
は
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
れ
た
か
た
に
、

あ
る
デ
ー
タ
を
お
話
し
し
ま
す
。
い
ま
の
世
の

中
で
未
婚
者
（
こ
れ
ま
で
一
度
も
結
婚
し
た
こ

と
が
な
い
か
た
）
が
、
ど
れ
だ
け
結
婚
で
き
る

か
の
デ
ー
タ
で
す
。
三
十
歳
の
未
婚
男
女
（
全

国
）
で
、
今
後
一
生
か
け
て
結
婚
で
き
る
か
た

は
、
十
人
中
三
人
で
す
。
三
十
歳
を
超
え
る
と

七
割
が
結
婚
で
き
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
こ
と
、
本

人
も
そ
の
親
も
知
ら
ず
、
い
つ
か
な
ん
と
か
な

る
の
で
は
と
思
い
、
結
婚
し
て
い
な
く
て
も
困

ら
な
い
世
の
中
に
流
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。

　
少
し
で
も
結
婚
を
考
え
て
い
る
の
な
ら
、
い

ま
、
意
識
を
変
え
ま
し
ょ
う
。「
出
会
い
が
な

い
」
、「
自
分
は
動
い
て
な
い
」
、「
当
然
こ
の

ま
ま
で
は
結
婚
が
極
め
て
難
し
い
」
現
実
を
受

け
止
め
、
意
識
を
変
え
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ
く
・
・
・
・

　「人権」とは「人間が人間らしく生きる権利で、生まれながらに持つ権利」であ
り、私たちが、社会生活において幸福な生活を営むためにどうしても必要な権利で
す。みんながお互いに尊重し、守っていくためには、市民一人一人が人権問題につ
いて正しい理解と認識を深め、自分自身の問題として考えることが大切です。自分
の人権について知ることは、他人の権利を大切にし、人権侵害を防ぐ力にもなりま
す。ぜひ、皆さんも人権について考えてみましょう。

人権ってなんだろう？

人権人権
　　　　　　　　毎日の生活の中で、学校でのいじめや、夫・パートナーからの暴力、職場での差別やセクシュア
　　　　　　　ルハラスメントなど、人権に関する事で悩みを抱えていたら、ひとりで悩まず、法務局にご相談くだ
さい。職員や人権擁護委員が相談を受け、解決のための最善の方法を一緒に考えます。
　相談料は無料、秘密は厳守しますのでご安心ください。
○ところ　秋田地方法務局湯沢支局
○受付時間　午前８時30分～午後５時15分(土・日曜日、祝日、年末年始を除く)
○申し込み・問い合わせ　秋田地方法務局湯沢支局（☎73ー2450）

 　電話は、おかけになった場所の最寄りの法務局（本局または支局）につながり、
法務局職員や人権擁護委員が相談を受けます。
○受付時間　午前８時30分～午後５時15分（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

常設相談電話(全国共通人権相談ダイヤル）

♦みんなの人権110番　☎0570-003-110（ナビダイヤル）
　家庭内や近隣間などさまざまな困り事、心配事に悩んでいたらご相談ください。
♦子どもの人権110番　☎0120-007-110（フリーダイヤル）
　子ども自身や子どもが発する信号をキャッチした大人でもかけられます。
♦女性の人権ホットライン　☎0570-070-810（ナビダイヤル）
　DV、ストーカー行為など、女性の人権にかかる問題を専門に扱います。

 男女共同参画センター
「はあとぴあ」は、12
月27日㈯から１月４日
㈰まで、休館になりま
す。

人権相談

施設の休館

〜
ジ
オ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
目
指
し
て
〜

▲写真右から齊藤市長、20代義惇さん、
　21代義宏さん、南家佐竹会の渡部会長

▲鹿島様も美術文化的な価値の高い
　重要な資源

▲遠藤研二さんと自身が作成した
　のぼり旗

か
わ
べ

よ
し
ひ
ろ

よ
し
あ
つ

さ
た
け
よ
し
す
け

え
ん
ど
う
け
ん
じ



2014.12.15
15

本を読んで勉強に役立てて

「いじめゼロ」を目指して
湯沢市議会「中学生模擬議会」

2014.12.15
14

それぞれの魅力を発表
第3回地域自慢っこ交流会

　11月9日、湯沢グランドホテルで第3回元気の出るま
ちづくりフォーラム地域自慢っこ交流会が開催され140
人が参加しました。
　地域の課題解決や個性豊かなまちづくりに取り組んで
いる地域自治組織や集落、ＮＰＯ、高校生ら8団体が、除雪
への取り組みや地域の魅力再発見をテーマに活動事例を
発表。参加者は、発表を聞きながら良かった点や感想、質問
を付せんに記入するなど、互いに意見交換を行いました。
　その後、ＩＩＨＯＥ（人と組織と地球のための国際研
究所）代表者の川北秀人さんを講師に招き、「市内の実
践から学ぶ」と題した講演が行われ、皆さん熱心に聴講
していました。

◀

さまざまな取り組みが代表者によって発表されていました

新庁舎完成記念植樹

◀

植樹を行う門脇会長と齊藤市長

◀

地域研究の発表を行う雄勝高等学校生

市とモミジの成長願って

　11月14日、湯沢市環境衛生組織連合会が、市役所新庁
舎の完成を記念して、中央公園にイロハモミジの植樹を
行いました。
　同連合会は河川や道路などの清掃奉仕活動を通じて、
地域の環境美化を推進している団体です。花植えなどの
緑化活動も行っていることから、緑化推進の一環として
今回の植樹が決まりました。
　植樹式では、齊藤市長と門脇忠治会長がモミジの成長
を願いながら記念植樹を行いました。
　齊藤市長は「毎年の成長が楽しみ。市の成長とともに
モミジの成長もみんなで見守ってほしい」と感謝の言葉
を述べました。

　11月7日、市役所4階本会議場にて、中学生模擬議会が
開催されました。これは、市で「いじめ問題対策連絡協議
会」を設置する条例案が可決されたことを受け、市内各
小・中学校において、いじめ防止に向けた具体的な取り組
みを立案し「いじめゼロ宣言」の採択を目指すものです。
　模擬議会では、いじめ防止特別委員会を設置し、委員
長の雄勝中学校3年高橋奨馬さんの進行の下、各中学校
の代表者が写真などで特色ある取り組みを発表する姿が
あり、質疑応答では、質問に対して、具体例を挙げるな
ど分かりやすい説明をしていました。「いじめゼロ宣言」
の採択後、齊藤市長に宣言書パネルが手渡され、模擬議
会は閉会しました。

たかはししょう ま

湯沢法人会地域社会貢献活動事業

髙嶋社会貢献委員長から目録を受け取る図書委員の2人▶

こだわりの酒を飲み比べ

　11月13日、湯沢グランドホテルで第15回秋田日本酒展覧会
「酒ＥＸＰＯin湯沢」が開催されました。
　当日は市内外から多くの人が訪れ、県内14の蔵元が誇るこだ
わりの日本酒を味わいました。蔵元と直接話ができるというこ
とで、訪れた人はおすすめのお酒や、酒造りへの思いを熱心に
聞いていました。
　また、今年は始めて酒屋唄と民謡の夕べも同時開催され、楽
しんで聴いていました。

酒ＥＸＰＯ

降雪に備えて、起動確認

　11月14日、安全祈願祭・除雪出動式が除雪業務受託業者や市
長をはじめとする市関係者など約60人が出席して、湯沢雄勝広
域交流センター北側駐車場で行われました。
　会場には今冬の除雪作業に当たる除雪機械が並べられ、作業
中の無事故を祈願した神事が行われました。その後、出動式が
行われ、齊藤市長から「市民の声を聞きながら、交通安全に気
を付けて、頑張っていただきたい」と訓示がありました。また、
除雪機械オペレーターが除雪機械4台のエンジンを始動させ、
起動確認を行いました。

安全祈願祭・除雪出動式

除雪機械のエンジンを始動させ、点検を行いました▶

練習の成果を発揮

　11月9日、スペシャルオリンピックスのフライングディスク
競技会が健康ドームで行われました。
　スペシャルオリンピックスとは、障がいのある人の自立や社
会参加を目的として、日常的なスポーツプログラムや、成果の
発表の場としての競技会を提供する国際的なスポーツ組織で、
このたび湯沢支部が設立されました。
　フライングディスクは正確さが必要な競技ですが、参加者の
皆さんは今までの練習の成果を発揮し、ディスクが輪の中に入
るたびに歓声や拍手が起こっていました。

フライングディスク競技会

◀しっかり狙いを定めてディスクを投げる参加者たち

◀大吟醸や純米酒など3種類以上のお酒を飲み比べ

かわきたひで と

かどわきちゅうじ

　11月14日、公益社団法人湯沢法人会から駒形小学校に図書が
贈呈されました。これは、湯沢雄勝地域の事業者で構成される
同会青年部が平成15年から行っている地域社会貢献活動事業の
一つ。この日は髙嶋雄一郎社会貢献委員長と佐藤長松事務局長
が同校を訪れ、図書委員の沓澤志歩さん（6年）と後藤愛美さん
（同）に目録と図書を贈呈しました。
　沓澤さんと後藤さんは「図書集会や図書新聞でいただいた本
を全校に紹介して、たくさん読んでもらいたい」とうれしそう
に話していました。

たかしまゆういちろう

くつざわ し ほ ご とうまな み

さ とうちょうまつ



■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

久　保　３

早　　　坂

両　　　替

麓　　　２

西　　　町

八　面　３

新　　　城

83
87
90
76
87
88
59

11.15
11.15
11.18
11.19
11.21
11.23
11.27

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

新　馬　場

常　盤　町

山　　　岸

赤　　　塚

87
54
85
78

11.16
11.16
11.21
11.23

あずみ

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

佐々木 梓 実ちゃん 11.13 八　　　丁一晃さん・春香さん

　　　りょう

こうせい

と　わ

佐 藤　　 良くん

新 山　康 生くん

阿 部　登 和くん

11.19

11.19

11.23

戸石崎ニュータウン

大工町第２

愛宕町第６

勇貴さん・りつ子さん

栄泰さん・松恵さん

和俊さん・祐子さん

秀　　
由里子
京　子
健　一

11月30日届け出分まで

11月30日届け出分まで

小 松 もも子さん
東海林 浩 一さん
髙 橋　留 治さん
髙 橋 シゲ子さん

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

湯　　　元

瀬 野 ケ 沢

貝　　　沼

中　ノ　台

板　　　戸

60
86
70
93
79

11.18
11.21
11.21
11.22
11.25

本　人
俊　二
又　一
イトヨ
貞　三

藤 𠩤　與 作さん
佐 藤　信 子さん
阿 部　イ ネさん
髙 橋　政 永さん
中 山　ト クさん

髙 橋　昌 治さん
小野寺 シ ンさん
松 浦　サ ダさん
後 藤　マ ヨさん
佐々木 マ サさん
木 村　タ マさん
阿 部 忠太郎さん

富美子
大　輔
久　夫
貞　広
吉　美
由　雄
京　子

17
2014.12.15

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

白 鳥　聖 那ちゃん

麻 生　莉 暖ちゃん

東海林 凛 和ちゃん

小 野　杏 実ちゃん

赤 平　笑 瑠ちゃん

髙 𣘺　芽 良ちゃん

せいな

りのん

り　お

あ　み

えみる

め　い

　　

11. 4

11. 8

11.11

11.11

11.12

11.16

養正さん・優子さん

貴宏さん・加奈子さん

伸幸さん・陽子さん

元靖さん・恵さん

博幸さん・恵美さん

拓也さん・直美さん

金　池　町

光　陽　台

倉　内　東

酒　　　蒔

両　　　神

光　陽　台

11.13
11.17
11.19
11.19
11.20
11.22
11.24
11.26
11.27
11.28
11.28
11.29

81
88
84
93
86
85
76
97
76
78
93
61

愛宕町第６

浦　　　町

森　　　合

外　ノ　目

森　　　合

サン・グリーンゆざわ

川　　　原

西新町第２

千 石 町 中

金　池　町

倉内団地第２

川　　　口

弘

誠　吾

一　郎

正　季

榮

本　人

信　一

本　人

守

大　昌

美枝子

光　昭

富 谷　玲 子さん
東海林　　喬さん
池 部　ト モさん
佐 藤　正 松さん
藤 田　幸 子さん
藤 田　禮 子さん
舘 石　ト キさん
羽 山　鑛 子さん
藤 原　林 藏さん
片 岡　忠 三さん
今 　　勝 司さん
高 橋　誠 一さん

みつき

●皆瀬地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

折 原　光 希くん 11.20 瀬 野 ケ 沢勝利さん・加奈子さん

129,830

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

11月分

合　　　計 22

6 66,830接　遇　費

0 0

2 5,500

餞　　　別

00慶　弔　費

首都圏企業訪問時土産用菓子代ほか

首都圏ふるさと山田会開催御祝金ほか

贈 答 品 代

14 57,500行事出席等の会費

0 0協　賛　費

市長日誌（11月）

交際費報告

1日（土）

あきたふるさと創造フォーラム懇親会
費ほか

　

師
走
十
二
月
、
今
年
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
の
十
大
ニ
ュ
ー
ス

は
何
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

　

市
の
公
費
不
適
切
支
出
問
題
騒
動
は
、
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

ご
心
配
を
お
掛
け
し
ま
し
た
が
、
再
発
防
止
の
基
準
を
作
り
、
厳
正
な
会
計
処
理

に
努
め
、
初
心
に
返
り
、
市
長
の
職
責
を
果
た
す
覚
悟
で
す
の
で
、
何
と
ぞ
ご
理

解
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
の
湯
沢
市
の
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
は
、
五
十
二
年
ぶ
り
の
新
庁
舎
の
完
成

（
総
事
業
費
約
三
十
七
億
円
、
う
ち
実
質
的
な
市
負
担
約
十
四
億
円
）、
懸
案
だ
っ

た
東
北
中
央
自
動
車
道（
山
形
県
新
庄
〜
湯
沢
間
）の
事
業
化
に
向
け
た
手
続
き
が

進
む（
概
算
事
業
費
約
六
百
二
十
〜
七
百
七
十
億
円
・
市
負
担
な
し
）、
湯
沢
地
熱

株
式
会
社
に
よ
る
山
葵
沢
地
熱
発
電
事
業（
投
資
額
約
三
百
億
円
）、
雄
勝
統
合
小

学
校
の
建
設（
総
事
業
費
約
十
六
億
円
、
う
ち
実
質
的
な
市
負
担
約
五
億
円
）、
小

町
の
郷
公
園
の
整
備（
総
事
業
費
約
十
二
億
円
、
う
ち
実
質
的
な
市
負
担
四
億
円
）、

湯
沢
南
中
学
校
の
改
修（
総
事
業
費
約
十
三
億
円
、
う
ち
実
質
的
な
市
負
担
約
四

億
円
）、
湯
沢
駅
周
辺
整
備（
総
事
業
費
約
三
十
八
億
円
、
う
ち
実
質
的
な
市
負
担

六
億
円
）な
ど
で
あ
り
、
新
湯
沢
市
の
社
会
基
盤
整
備
が
お
か
げ
さ
ま
で
順
次
進

ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
幸
い
に
も
市
民
の
皆
さ
ま
と
市
議
会
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
さ
ら
に

は
秋
田
県
選
出
の
国
会
議
員
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
、
そ
し
て
菅
義
偉
官
房
長
官

の
ご
支
援
の
た
ま
も
の
と
、
本
当
に
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

遅
れ
て
い
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
促
進
は
、
今
後
も
積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
が
、
中
身
、
ソ
フ
ト
事
業
の
充
実
、
市
民
の
地
域
活
性
化
の
頑
張
り

が
よ
り
重
要
と
な
り
ま
す
。
な
い
こ
と
を
嘆
い
た
り
、
マ
イ
ナ
ス
の
こ
と
ば
か
り

言
い
つ
の
っ
た
り
す
る
よ
り
、
足
下
の
宝
を
生
か
す
努
力
が
大
事
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
今
年
は
湯
沢
ふ
る
さ
と
応
援
大
使
二
十
数
人
の
任
命
と
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
特
産
品
サ
ー
ビ
ス
の
効
果
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
納
税
額
は
平
成
二
十
年
時

と
比
べ
て
二
〜
三
倍
で
し
た
が
、
今
年
度
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
者
に
ふ
る
さ
と
特

産
品
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
に
よ
り
、
十
倍
、
二
十
倍
を
超
す
勢
い
で
、

う
れ
し
い
悲
鳴
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
は
、
ぜ
ひ
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
明
る
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
祈
っ

て
お
り
ま
す
。

さ
わ

わ
さ
び

ひ
で

よ
し

す
が

小野地域づくり協議会収穫祭、第29回国民文化祭・あき
た2014 「湯沢に集う音楽の祭典」〈伝統の響き〉、第29回
国民文化祭・あきた2014 「湯沢に集う音楽の祭典」〈伝
統の響き〉交流会

21日（金） 平成26年産湯沢市酒造好適米品評会受賞式、湯沢市酒米
生産者大会

25日（火） あきたふるさと創造フォーラム昼食会、あきたふるさと
創造フォーラム講演会・パネルディスカッション

26日（水） 湯沢市議会定例会

27日（木） 定例記者会見、湯沢雄勝広域市町村圏組合議会全員協議
会・11月臨時会

28日（金） 湯沢市議会定例会

2日（土） 第29回国民文化祭・あきた2014 「湯沢に集う音楽の祭典」
〈楽器の響き〉、第29回国民文化祭・あきた2014 「湯沢に
集う音楽の祭典」〈楽器の響き〉交流会

4日（火） ブラジル秋田県人会市長表敬訪問

6日（木） 湯沢市介護予防講演会

7日（金） 湯沢市議会中学生模擬議会

9日（日） 首都圏ふるさと山田会（東京都）

11日（火） 湯沢雄勝広域市町村圏組合管理者会、農政懇談会

12日（水） 全国市長会社会文教委員会（東京都）、首都圏企業訪問
（東京都）

13日（木） 東北中央自動車道建設促進要望活動（東京都）、秋田県選
出国会議員と秋田県市長会との懇談会（東京都）、東北中
央自動車道建設促進要望活動（東京都）

14日（金） 湯沢市除雪安全祈願祭・除雪出動式、湯沢市役所新庁舎
完成記念植樹式

15日（土） 秋ノ宮小学校閉校式、須川中学校閉校式

16日（日） 横堀小学校閉校式、院内小学校閉校式

17日（月） 湯沢市農業振興地域整備促進協議会、農業政策懇談会

18日（火） 秋田国道協議会緊急中央要望活動（東京都）

19日（水） 岩崎地区 「市長との対話集会」

20日（木） 湯沢市誘致企業等懇話会

2014.12.15
16



広報
■発行日／2014.12.15
■発行／湯沢市　■編集・デザイン／総務部総務課　〒012-8501 秋田県湯沢市佐竹町1番1号　（TEL0183-73-2112、FAX73-2117）
■ホームページ／http://www.city-yuzawa.jp/　■広報へのメール／koho@city.yuzawa.ｌｇ.jp　■市長へのメール／shicho@city.yuzawa.ｌｇ.jp

広告募集 平成２６年度の広告を募集します。詳しくは、市ホームページ
お知らせ欄の「有料広告の募集について」をご覧ください。

このページは、事業所等の広告です。
広告の内容と湯沢市の業務に関係はありません。
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「広報ゆざわ」を会社やお店の
宣伝に利用してみませんか
　市では、新たな財源を確保するとともに、市民サービスの向上と地域経済の活性化を図るため、
「広報ゆざわ」に有料広告を掲載しています。
　以下のとおり、掲載する広告を募集しますので、会社やお店の宣伝にぜひご利用ください。

●広告規格
①標準枠　縦 126mm×横 94mm
　※締切日を過ぎても標準枠が空いている場合
　　は、次の形での掲載も可能となります。
　　⑴分割枠　１つの標準枠を上下２分割
　　　縦 62mm×横 94mm
　　⑵連結枠　２つの標準枠を横に連結
　　　縦 126mm×横 190mm

【掲載枠のイメージ】
標準枠 分割枠・連結枠

◎「政治活動、宗教活動、意見広告や個人の宣伝」など、
　掲載できない広告もありますので、詳しくはお問い合
　わせください。

●料金等の詳細・問い合わせ
〒012-8501　秋田県湯沢市佐竹町１番１号
湯沢市役所総務部総務課文書広報班
TEL：0183-55-8249　FAX：0183-73-2117

標準枠標準枠

標準枠標準枠

分割枠

分割枠
標準枠

連結枠
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